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ナショナル・レジリエンス・コミュニティによる新たな情
報・関心をワークショップ形式で実施

○ 自主的な活動を創造する、またはすでに活動して
いるコミュニティのコラボや触発を促す対話型WS
を実施。

○ 多様なテーマとレジリエンスを掛け合わせ、有事
だけではなく平時にも活きる価値を生み出す。

国土強靱化ワークショップ

ナショナル・レジリエンス・コミュニティ構想

ナショナル・レジリエンス・コミュニティ（通称：レジリ学園）
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メディアでの発信

○ナショナル・レジリエンス・コミュニティ（通称：レジリ学
園）（オンライン）
・フェイスブック公開グループのホームページによる防災・減災
に興味・関心がある方々の情報交換・交流など

○レジリナイト（オフライン）
・月１回、国土強靱化推進室が場を提供し、関係者間の情報交
換・交流

活動はオンラインとオフライン両面で実施
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ナショナル・レジリエンス・コミュニティの取組状況

平成28年2月20日にナショナル・レジリエンス・コミュニティをキックオフ。日常からのつながりが災害
時に役立つとの考えから、平成28年4月に民間有志によりSNSを活用した交流の場を通称「レジリ学園」
として開設するとともに、平成28年5月より顔の見える交流の場として「レジリナイト」を開催し、オンライ
ン・オフラインの両面で活動を展開。平成30年4月から「レジリ学園（関西校）」も発足予定。
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■平成28年4月～活動開始。
■Facebookに公開ページを開設し、情報交流等の活動
■参加者は12名でスタートし、平成30年2月で350名を突破

■平成28年5月～オフラインミーティング「レジリナイト」を毎月開催
■仕事や学校の帰り等に内閣官房の会議室に集まり国土強靱化

に関する情報交流等の活動
■参加者は毎回約20名程度（平成29年度は計8回開催）
■平成30年4月から「レジリ学園（関西校）」によるレジリナイトも
実施予定

レジリ学園（オンライン）

レジリナイト（オフライン）
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平成29年度国土強靱化ワークショップ

8月に防災・減災に関する活動を行っている地域リーダーを全国から東京に招集、企画検討（第1回）
10月～2月にかけ、国土強靱化に関する情報交流・自主的な活動の創造・コラボや触発を促す国土強靱化

ワークショップ、地域リーダーによる地域自主ワークショップを、全国7ブロック計14ワークショップ開催。

第１回（H29. 8.26 東京）国土強靱化WS「地域リーダー募集」
強くしなやかに支え合えるコミュニティを地域につくろう！

国土WS  「レジリエンス×いのち」
強くしなやかに支え合える
つながりを地域につくろう！
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国土WS
「レジリエンス×暮らしを守るつながり」

ワークショップ

地域での活動計画づくり
株式会社studio-L

代表取締役 山崎亮氏

NPO法人いわて連携復興ｾﾝﾀｰ

常務理事 葛巻徹氏 連携デザインゲーム

第２回１日目（H29.10.28盛岡）
国土WS   「レジリエンス×つながり」
強くしなやかに支え合えるつながり

を地域につくろう！

自主WS        「レジリエンス×連携」
強くしなやかに支え合えるネット

ワークについて学ぼう！

NHK国際部記者

近藤 由香利氏

ワークショップ

ストーリー作り

自主WS
「レジリエンス×災害後の生活を支えるつながり」

北海道大学特任教授

岡田成幸氏

未来創造ダイアログ

アイデアスケッチ
教授 根本昌宏氏

グループワーク

アイデアスケッチ

自主WS   「レジリエンス×共助」
生き残るために、

より適切な行動を学ぶ！！

宮野 祐央氏

グループワーク

発表

防衛医科大学校

准教授秋冨慎司氏

『私の行動宣言』作成

『私の行動宣言』展覧会

強くしなやかに支え合えるつながりを地域につくろう！！

第２回 （H29.10.28-29  盛岡）

第３回 （H29.11.4-5  札幌） 第４回 （H29. 12.2-3  東京（神田））



グループワーク

平成29年度国土強靱化ワークショップ

国土強靱化ワークショップ・地域自主ワークショップの参加者は、平成29年度開催全15ワークショップで、
315名。20～60代までの多様な年代、様々な立場の人々が参加。

国土WS  「レジリエンス×つながり」
強くしなやかに支え合える
つながりを地域につくろう！

国土WS 「レジリエンス×人のつながり」
いざという時も支えあえる、

つながりの育み方
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国土WS       「レジリエンス×こころ」
いざという時に折れない心を

作るためには？

グループワーク

社会福祉法人呉市
社会福祉協議会

近藤 吉輝氏

国土WS  「レジリエンス×コミュニティ」
楽しく、無理なく！

はじめよう防災コミュニティ！

自主WS    「レジリエンス×発見」
防災活動に活きる私のちから

NPO法人プラス・アーツ

理事長永田 宏和氏

グループワーク

発表

自主WS 
「レジリエンス×ICT・データ利活用」

ICTの可能性を探ろう！

株式会社深谷
レジリエンス研究所

代表取締役 深谷 純子氏
発表

国際大学グローバル・
コミュニケーション・センター

准教授・主任研究員 庄司 昌彦氏

グループワーク

企画まとめ

自主WS   「レジリエンス×地域」
防災・減災を考える
「ジモト」をつくる！

グループワーク

アイデアスケッチ

株式会社studio-L 
代表取締役

山崎 亮氏

スケッチブレスト

ポスター作成

自主WS 「レジリエンス×防災支援体制づくり」
強くしなやかに支え合える
支援体制を地域につくろう！

認定NPO法人
レスキューストックヤード
常務理事 浦野愛氏

『楽しい防災』企画会議

ポスター作成
静岡大学教授
防災総合センター長
岩田孝仁氏

災害時になすべきことを考える

今からできる備えを考える
発表

大阪市立大学 ／都市
防災教育研究センター

講師 生田英輔 氏

第５回 （H29. 12.16-17 三島） 第６回 （H30.1.20-21  広島）

第７回 （H30.1.27-28  佐賀） 第８回 （H30. 2.10-11  大阪）



平成29年度国土強靱化ワークショップ
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①このようなワークショップに参加してみたい 67%
②レジリ学園のイベントやワークショップに参加してみたい 37%
③レジリ学園のオンラインコミュニティ（facebook上でのやりとり）に参加してみたい 26%
④特に参加したいものはない 4%

国土強靱化ワークショップの参加者は、計315名。年齢については30～50代の参加が全体の約
７割。参加した感想は、８割以上が有意義だったまたはやや有意義だったと回答。また、今後の参
加への意思については、約７割が国土強靱化ワークショップへの参加、約６割がレジリ学園のイ
ベント又はオンラインコミュニティへの参加を希望。
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